
戦争と独裁政権と石油と砂漠の国、イラク。

でも実は、イラクは水と緑に囲まれた、

豊かな自然を持つ国です。

こうえんかい  水と食文化からみるイラク

■ にちじ： 10月２５日(日)   1４:00～1６:00 (開演 14:30～ )

■ さんかひ：ワン・オーダー（オーダーは催しの前後にお願いします。）

■ ばしょ：みんなのカフェちいろば

京阪藤森駅から徒歩3分。

駅から東に出て直違橋を北に曲がって下さい。

■ こうし： 山尾 大 さん (京都大学大学院: イラク政治・中東地域研究)

湿地帯で緑に囲まれて暮らすイラクの人たちの　

いまとむかしをお話しすることで、

食文化のお話にもつなげて　

いければと思います。

そして、巨大な埋蔵量を誇る　

石油が主要産業となる以前は、

実は農業国だったのです。

だから、今回のお話では、イラクの生態系と農業が

どのように変容してきたのかを、

歴史的に見ていきたいと思います。

注目するのは、中南部に広がる湿地帯です。

主催：イマジンイラク実行委員会（問合せ）090-2044-4544(水野) / imagine_iraq@yahoo.co.jp

しゃしんてん イマジンイラク・とくべつきかく

住所：　京都市伏見区深草直違橋4-370

TEL:　075-643-2476   メール:　info@oozu.co.jp

http://cafe-lil-donkey.blogspot.com/


